
福
山
市
は
、

年
代
か
ら
重
工
業
都

市
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
人
口
は

万
人
（

年
）
か
ら

万
人
に
増
加

し
、
製
造
品
出
荷
額
も

兆

億
円

余
り
（

年
）
と
当
時
の

倍
に
伸
び

て
い
ま
す
。
そ
の
原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
た
の

が
、水
道
用
水
・
工
業
用
水
で
す
。（
図

参
照
）

芦
田
川
流
域
は
、

年
の
降
雨
量
が

程
度
と
全
国
平
均
の
約

分
の

し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
増
加
す
る
都
市
の
水

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
芦
田
川
河
口
堰
や
八

田
原
ダ
ム
な
ど
芦
田
川
の
あ
ら
ゆ
る
水
源
開
発

を
行
い
、
水
源
の
面
で
は
よ
う
や
く
安
定
し
た

給
水
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
山
市
の
上
水
道
は

％
以
上
、
工
業
用
水

道
は

％
を
芦
田
川
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
河
口
堰
を
水
源
と
す
る
工
業
用
水

道
は
、
市
内

カ
所
の
工
場
な
ど
へ
日
量

万

千

を
給
水
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
渇
水
時
に
は
、
三
川
・
八
田

原
ダ
ム
の
貯
水
量
が
大
幅
に
低
下
す
る
中
、
河

口
堰
か
ら
の
代
替
給
水
に
よ
り
市
民
生
活
や
産

業
活
動
へ
の
深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。（
図

参
照
）

工
業
用
水
の
水
源
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ

な
く
な
り
、

事
業
所
へ
の
給
水
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

上
流
の
出
原
浄
水
場
の
井
戸
に
海
水
が
入
り
、

取
水
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
芦
田
川
に

こ
れ
以
上
新
た
な
水
源
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

芦
田
川
は
、
流
域
に
多
く
の
人
や
産
業
が
集

ま
っ
て
い
る
た
め
、
生
活
雑
排
水
な
ど
の
流
入

が
多
く
な
り
、
水
質
悪
化
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
市
街
地
を
流
れ
る
支
川
の
高
屋
川
や
瀬
戸

川
の
汚
濁
が
顕
著
で
、
結
果
的
に
河
口
堰
の
汚

濁
が
進
ん
で
い
ま
す
。

河
川
の
汚
濁
を
表
す
指
標
と
し
て
環
境
基
準

値
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
津
原
地
点
は
基

準
値
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
が
、
支
川
が
合
流

す
る
山
手
橋
よ
り
下
流
で
は
大
幅
に
超
え
て
い

ま
す
。

図

参
照
）

水
質
改
善
の
た
め
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

計
画
に
基
づ
き
、
住
民
参
加
に
よ
る
家
庭
雑
排

水
負
荷
の
削
減
や
身
近
な
水
路
の
浄
化
、
下
水

道
整
備
の
促
進
な
ど
、
国
や
自
治
体
、
地
域
住

民
な
ど
が
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
図

参
照
）

ま
た
、
河
口
堰
の
部
分
開
放
も
引
き
続
き
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
河
川
を
浄
化
す
る
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
水
質
は
徐
々
に
改
善
し
て
い
ま
す
が
、

最
も
大
切
な
こ
と
は
川
を
汚
さ
な
い
こ
と
で
す
。

河
川
の
汚
濁
の

割
以
上
が
家
庭
か
ら
の
生
活

雑
排
水
で
す
。

水
道
局
総
務
課
（

・

）


